
HubSpotパートナー

JBNのご案内



‧   国内158社中の上位6社、HubSpotプラチナパートナー

‧   引き合い獲得数を最⼤280%増加

‧   22年で700社1,000サイト以上のサイトを構築

‧   130に分かれるweb制作のタスクを標準化

‧   ⼀気通貫、⾃社内ですべて内製化

‧   公開後、サイト運⽤を⽀援する専⾨部署を持つ

‧   セミナーを通じて地域のインターネット活⽤を⽀援

‧   情報セキュリティマネジメント ISMSの国際規格取得
ISO/IEC 27001:2013 / JIS Q 27001:2014

コミュニケーションプラットフォームの
構築と運⽤を⽀援する会社です。

JBNについて 



テキスト テキスト ⾒込み客
獲得

購買意欲
醸成

営業連携流⼊コンテンツ編集調査‧設計

● ヒアリング
● グルイン
● 競合調査
● アクセス解析
● キーワード調査

● デザイン
●  フロントエン

ド
● バックエンド

● 取材‧撮影
● ライティング
● 編集

● ⾃然検索
● SNS
● 広告

● LP
● E-BOOK
● セミナー⽀援

● LP
● メールマーケ

ティング

● CRM
● 取引管理

制作会社
SEO‧メディア会社

コンサルタント

MAベンダー

SFAベンダー

JBN

サイトの設計‧構築だけでなく、コンテンツを通じて流⼊、
⾒込み客として管理し、営業につなげるサービスを提供

JBNについて 



ミマキエンジニアリング様 セイコーエプソン様

ヤッホーブルーイング様

鈴⽊様

オリオン機械様

Go NAGANO ⻑野県公式観光サイト様

⽇経リサーチ様

国⽴⼤学法⼈東京⼤学

⽇本経済新聞社様 丸紅株式会社様

⽀援企業
実績紹介 



信濃毎⽇新聞デジタル
信濃毎⽇新聞社様

⻑野県のおいしい⾷べ⽅
JA⻑野中央会様

キッチンカラット
ちくま精機様

⻑野県公式観光サイト
「Go NAGANO」

⽇本電熱様 坂城葡萄酒醸造様

制作実績⼀例
実績紹介 



マーケティング施策
事例のご紹介



z 

コンテンツ立案シート CMIC Ashfield社集客ブログ日経リサーチ社集客ブログ

集客ブログ
リードジェネレーション

トピッククラスターモデルに基づく集客⽤ブログの構築。
コンテンツ⽴案とコンサルティングを担当

シミック‧アッシュフィールド株式会社
https://www.cmic-ashfield.com/recruit
公開⽇：2022年9⽉30⽇

https://www.cmic-ashfield.com/recruit


産業⽤ロボットの種類と特徴⼯場⾃動化コンテンツを5種類⽤意

インデックスコンテンツ
リードジェネレーション

更新性や企画性が求められるコンテンツではなく、初学
者向けに、基礎情報をわかりやすくまとめ、⽬次で整理
するような辞書的コンテンツを作り⾒込み客を獲得

安⻑電機株式会社
https://www.yasnaga.co.jp/
公開⽇：2018年8⽉10⽇

成果

● ユーザーは6割増、訪問回数8割
増、ページ閲覧数は2倍増

● セッション時間が2倍以上。読まれる
ページ数も3割増

● ⾃然検索による流⼊が 2.5倍増加
● 問題の優先度
● 「産業⽤ロボット」や「⼯場⾃動

化」のターゲットキーワードでラン
ディング

● 関連キーワードで検索上位表⽰

https://www.yasnaga.co.jp/


防爆コンテンツダウンロード資料ページ

ホワイトペーパー
リードジェネレーション

特定分野でのユーザーニーズの仮説を⽴てて集客コンテン
ツとダウンロード資料を設置。
新しい分野での集客強化と新規リード獲得を実現しました

⽇本電熱株式会社
https://www.nichinetu.co.jp/elementary/failsafe/
公開⽇：2019年7⽉5⽇

成果

● ターゲット分野でのサイトへの

集客100倍
● ターゲット分野での

資料ダウンロード0 → 91件
● ターゲット分野での問合せ数  

0 → 38件

※施策前との比較：5ヶ月分

https://www.nichinetu.co.jp/elementary/failsafe/


演出特設サイト実績紹介ページ

ランディングページ
リードナーチャリング

展⽰会出展に合わせてランディングページを設置。
展⽰会で獲得した名刺にHubSpotを使い、
メールマーケティングで再接触を施策ランディングページ
からの引き合いで⾒込客情報を獲得

星光技研株式会社
https://www.seiko-giken.jp/mist-production/
公開⽇：2017年

成果

● メール開封率 42％
● ランディングページへのクリック率 

7.2％
● ⾒積り‧問い合わせ  12件
● カタログダウンロード 42件
● CAD図⾯ダウンロード 11件

https://www.seiko-giken.jp/mist-production/


イベント詳細・申し込みページ

ウェビナーの仕組化
リードナーチャリング

Webサイト上にウェビナーの仕組みを構築。
情報収集⽬的の新規リードを獲得すること成功

株式会社ハーモ
https://www.injection-molding.jp/seminar
公開⽇：2020年11⽉17⽇

成果

● ウェビナー平均申し込み数 42⼈
● 資料ダウンロード総数 1427件

※2020年11⽉〜2022年11⽉

「想定の3倍を超える売上貢献を実現！⽼舗メーカー‧ハーモのHubSpotを
使ったWebマーケ実践」
https://markezine.jp/article/detail/37737

『MarkeZine』に弊社Webマーケティングの取り組みが
掲載

https://www.injection-molding.jp/seminar
https://markezine.jp/article/detail/37737


記事に対応するメルマガを配信

メルマガ配信⽀援
リードナーチャリング

2万⼈を超えるメルマガ読者（⽉２回配信）をセグメント
し、希望者に購⼊や来店やキャンペーン参加を促すPR
メールを随時配信している。

⻑野県農業協同組合中央会
https://oishii.iijan.or.jp/
公開⽇：2021年11⽉1⽇

成果

● メルマガ定期購読者 2万⼈超
● PRメール読者  1万8千⼈
● PRメール開封率 25~45%

PRメール開始からまだ1年だが、県内の各産地
が直接全国市場と直接つながる動線ができた
ことで、⽣産地が情報発信に積極的になっ
た。期待は⼤きい。

https://oishii.iijan.or.jp/


記事に対応するメルマガを配信

海外/グローバル対応
リードナーチャリング

ミマキエンジニアリング様のグローバル対応 webシステム構築プロ

ジェクトは、新興国市場への積極参入とグローバル展開を加速する

ため、現地法人サイトも本社サイトと同等の情報量、質、スピードで

マーケティング活動のサポートを可能にすることを目的として推進。

世界中をカバーする AWSエッジサーバを活用して世界同時の情報

更新／配信を実現しています 。

株式会社ミマキエンジニアリング
https://mimaki.com/
公開日：2016年～

成果

● 全世界ユーザー：57万/年
● ページビュー 253万/年

https://mimaki.com/


公式サイト

広告配信支援
リードナーチャリング

⻑野県公式観光サイト「GoNAGANO」
メルマガ会員の増⼤、サイト集客数増⼤のための様々な施
策を⽀援しています。

⼀般社団法⼈⻑野県観光協会
https://www.go-nagano.net/
公開⽇：2020年10⽉1⽇

成果

● メルマガ配信数 7500会員 

平均開封率 51%

● Facebookページへの「いいね！」

21,998件

● Instagramフォロワー  101,489⼈

公式Webサイト

● ユーザー数 280万/年 

● ページビュー数 570万pv/年

Facebookページ

Instagram

https://www.go-nagano.net/


⼤学⽀援実績のご紹介



国⽴⼤学法⼈のWebサイト∕サーバ環境運⽤実績について
環境運⽤⽀援

2008年より信州⼤学様の公式CMSとサーバ運⽤を受託
2012年からは、ＡＷＳによるクラウドサーバの運⽤‧保守∕ＣＭＳ基盤の運⽤を
全⾯的にサポート

●信州⼤学様の公式Webサイト∕サーバ運⽤パートナーとして2008年より⽀援

●各学部毎部局ごとバラバラで運⽤していたWebサーバを統合するプロジェクトへ参加

●2012年、AWS（amazon web serbices）クラウド環境への移⾏を全⾯的に受託

●同時にCMS（PowerCMS∕Movabletype）を統合する。10年を超え運⽤サポートを継続中

●AWSは複数のデータセンターによる冗⻑化を図り、常時運⽤監視

●これまでに重⼤なインシデントは発⽣しておらず、安定したサーバ運⽤提供

●現在格納されているWebサイトは本部サイト∕学部サイトを中⼼に300サイトを超える

●またマーケティングニーズの⾼い部局ではHubSpotによる構築依頼が増⼤しており、弊社で構築対応



更なる安定運⽤のため、サーバをAmazonEC2でクラウド化。

本部
サーバ

繊維学部
サーバ

⼯学部
サーバ

附属病院
サーバ

公式サーバを
AmazonＡＷＳに

よりクラウド化

部局
サーバ

部局
サーバ

2008年〜統合開始 2012年〜クラウド移⾏2007年まで個別運⽤

信州⼤学
学内サーバに統合

（総合情報センター内）

※400を超えるサイトを安定運⽤

‧分散していたサーバを統合
‧CMSはMovableTypeを選定
し共通化

‧サーバをAmazonEC2で
クラウド化

SaaS環境の利⽤
CRM活⽤∕マーケサ
イトを安定運⽤

SaaS型利
⽤

‧現状は部局の個別対応

信州⼤学様の運⽤にみる環境の変遷
環境運⽤⽀援

クラウド化のメリット

1. サーバーダウンがない。サイトが⾒れない事故は⼀度
も発⽣していない。

2. セキュリティ対策やモジュールのバージョンアップな
ど保守を外注化

3. 災害発⽣時でも公開が可能になった。

サーバ統合のメリット

1. 部局での設備コスト、運⽤‧管理
コストの削減

2. CMSも共通化でき、運⽤⾯の利便
性が向上

サーバ学内運用の課題

1. アクセス集中（過負荷）への対応
2. セキュリティ対策やモジュールのバー

ジョンアップなど、保守負担増⼤



⼤学関連サイト構築実績
サイト構築‧運⽤実績

信州⼤学本部‧学部サイトをはじめ、
300を超えるWebサイト構築‧運⽤をお⼿伝い

⼀覧はこちらから

https://www.jbn.cc/data/ShinshuUniversitywebsite-managementsitelist(December2022).pdf
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